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　　　  回答者 
103 
 
 
 
 
 
25 
 
18 
 
8 
 
168
25～34歳 
女性 
中学校 
あり 
あり 
５人以上 
これに対して岡山では上述したように受け入れ事業所の外国人技能実習生への依存にも余裕がある
と思われ，それゆえ即戦力以外の要素のウェイトが少し高いようにみえる。「技能実習生は即戦力
ですか」に対する回答をみると（第６表），島根では70％以上が「はい」と回答しているが，岡山
ではその割合は53.2％にすぎない。「どちらかといえば」と少し含みを持たせた回答が岡山では
37.1％もあり，なかには「いいえ」が６事業所ある。
受け入れ事業所は，現地に赴き，そこで応募者の縫製技術を観察し，そして面接の上，受け入れ
を決定している。技術水準は経験年数だけでは判断できない。そこで実技試験を実施する。材料を
日本から持ち込んでその場で縫わせたり，運針練習用紙で技能を披露させたりしている。元実習生
がやってきて試験監督を補佐してくれたりすることもあるという。着眼点は，たんに与えられた課
題が出来るか出来ないかだけとも限らない。たとえ課題は出来なくても，意外なところに潜在能力
を発見するときもある。「試験の製品を縫わせたが，その商品を縫ったことがなく，出来上がらな
かったが，指のたこが気になり採用したら，頭も良く覚えが早かった。」また日本でも職員の選考
試験でよく使われるクレペリン検査も活用されている。ひたすら１桁の加算をやらせる簡単な計算
問題だが，集中力や持続力といった基礎的な資質の見極めに役立っている。技能実習生の受け入れ
にあたっては縫製作業の遂行能力（技術力，集中力）だけでは不十分であると考えられている。な
によりも人間性が大事である。３年間にわたって能力が伸びることが期待されている。技能実習生
という建前のためだけではない。彼らの能力の成長こそが零細企業の生産性を決定的に左右するか
らである。教えられたことを吸収する能力は，素直さや協調性という人間性に依存せざるをえない。
そしてまた縫製作業は，後にみるように，集団で行う。技能実習生だけの集団を作る場合が多い。
１年目，２年目，３年目，それぞれの年次に応じて期待される能力は異なる。とりわけ３年次にな
ると，後輩の指導が重要な役割となる。集団作業がうまく機能するかどうかは３年生のリーダーシ
ップに大きく左右される。失敗例として次のようなことが指摘された。「３人選んだが，バランス
が悪かった。一番上（３年目）になって，１年目の人たちを指導する立場になったとき，３年生同
士で喧嘩が絶えない。」他方では，成功例もある。「指導者と見込んだ者が見込みどおりだったので
その年の仕事および寮での生活がスムーズに終始した。」技能実習生の選考・人選は受け入れ事業
所にとって一つの大きな賭けである。
このようにして獲得した技能実習生は受け入れ事業所にとって貴重な人材であることはいうまで
もない。たいていの場合は即戦力である。同じレベルの日本人労働者を確保するのはけっして容易
ではないと判断されている（第７表）。しかも突発的に発生した業務とか周辺的な業務の遂行のた
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第６表「技能実習生は即戦力ですか」（岡山・島根） 
割　合 
71.4％ 
28.6％ 
0.0％ 
100.0％ 
島　根 
事業所数 
5 
2 
0 
7
割　合 
53.2％ 
37.1％ 
9.7％ 
100.0％ 
岡　山 
事業所数 
33 
23 
6 
62
はい 
どちらかといえば 
いいえ 
回答数 
めに必要とされているのではない。経営体の恒常的な業務の遂行に必要な労働力である。その意味
で技能実習生は基幹労働力であるといってよい（第８表）。そして技能実習をつうじてさらなる能
力開発と成長が期待されている。期待されている能力開発の目指す方向性は，多能工である（第９
表）。
３　技能実習のプロセス
（1）基幹労働力
①一枚流し
技能実習生はどのような生産方式の中に投入されているのだろうか。大きく分けると，一枚流し
とセル生産になる。まず前者の一枚流しから考察しよう。
X社は，学生服大手メーカーの専属下請である。日本人の従業員構成は，裁断に男性２人，前準
備に女性１人，そして検査に男性１人（訪問時の聞き取りによれば，近々，退職が予定されている
とのことであった）である。縫製工程は中国人技能実習生９人だけである。
第10表は定番――とはいえ，学校ごとに仕様が異なり，きわめて多種である――ズボンの製造工
程を示している。スボンの主要工程は28の工程に区分されている。付属品づくりなどの周辺付帯
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第９表「技能実習生をどの水準まで育成するつもりですか」（岡山・島根） 
割　合 
16.7％ 
83.3％ 
0.0％ 
100.0％ 
島　根 
事業所数 
1 
5 
0 
6
割　合 
23.8％ 
71.4％ 
4.8％ 
100.0％ 
岡　山 
事業所数 
15 
45 
3 
63
熟練工 
多能工 
単能工 
回答数 
第７表「同レベルの日本人労働者を確保することは可能ですか」（岡山） 
割　合 
8.2％ 
57.4％ 
34.4％ 
100.0％ 
事業所数 
5 
35 
21 
61
はい 
なんともいえない 
いいえ 
回答数 
第８表「技能実習生はどのような労働力ですか」（岡山） 
割　合 
93.2％ 
3.4％ 
3.4％ 
100.0％ 
事業所数 
55 
2 
2 
59
基幹労働力 
臨時労働力 
周辺労働力 
回答数 
作業は残業時間にやることにしている。28の工程を９人の技能実習生に配分している。顧さん，
蔡さん，袁さん，徐さん，何さん，殷さん，呉さん，李さん，王さん（以上，仮名），の９人であ
る。９人の分業によってひとつの製品を作り上げるのであるが，９人はさらに３つの班に編成され
ている。顧さん，蔡さん，袁さんは一つの班を構成している。顧さんは１年生，蔡さんは２年生，
そして袁さんは３年生である。学年の異なる，したがって技術水準の異なる３人が協力し合うよう
に設計されている。３人には皆ほぼ均等な作業時間（152秒）が割り振られている。３人はそれぞ
れに割り当てられた作業工程を遂行しつつも，この班では３年生の袁さんが先輩として後輩の面倒
を見ることになっている。ピス口縫い～袋ステッチに係わる工程（工程番号７）は最初から蔡さん
と袁さんの２人で協力し，どちらか余裕のある方が遂行する工程とされている。いわゆるリレーゾ
ーンである。そうすることで手待ち時間を無くし，効率的な生産が可能となる。
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第10表　定番ズボンの製造工程・作業時間 
個人別作業時間 
 
152.6 
 
 
 
152.2 
 
152.2 
 
152.1 
 
 
152.2 
 
 
152.2 
 
 
152.2 
 
 
 
152.1 
 
 
 
151.8 
 
152.2
担当者 
顧 
顧 
顧 
顧 
蔡 
蔡 
蔡(55.7)・袁(89.4) 
袁 
袁(47.7)・徐(12.2) 
徐 
徐 
徐(78.8)・何(14.8) 
何 
何 
何(18.2)・殷(58.3) 
殷 
殷(69.9)・呉(5.0) 
呉 
呉 
呉 
呉(1.8)・季(47.2) 
季 
季 
季 
季(0.3)・王(34.5) 
王 
王 
王 
９人 
正味作業時間 
37.9 
39.7 
33.9 
41.1 
33.8 
62.7 
145.1 
15.1 
59.9 
49.4 
11.7 
93.6 
58.4 
60.8 
76.5 
24.0 
74.9 
46.2 
64.0 
35.2 
49.0 
38.9 
26.4 
39.3 
34.8 
52.1 
36.7 
28.5 
1,369.6
工程番号 工程名称 
前身サージング 
後身サージング 
ダーツ縫い 
ダーツ倒しアイロン 
玉縁縫い 
玉出しアイロン 
ピスロ縫い～袋ステッチ 
ピスP閂止め 
脇P（ポケットステッチャー） 
脇P袋縫い 
脇P口上閂止め 
脇・内股縫い 
筒割りアイロン 
脇P袋端縫い 
小股合わせ縫い 
小股アイロン 
ベルト付け 
ベルトアイロン 
前カン打ち・ループ付け上６本 
ベルト端始末縫い 
前立て飾りステッチ・尻縫い 
尻縫い 
小股・天狗・脇P下閂止め 
ループ付け上１本，小股シック縫い 
落としミシン 
ループ付け下７本 
鳩目縫い・虫閂止め 
釦付け 
　　　　総　計 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28
平均 
出所：訪問時の提出資料にもとづき作成。 
技能実習生のチームワークと３年間をつうじた能力開発がX社の社運を握っている。１年目は，
会社のやり方・生産ライン・生産技術を把握し，基本的な日本語・専門用語の修得をつうじて職場
環境に順応することが求められる。２年目には全体の流れを理解した上で複数工程に習熟すること
が期待されている。そして３年目になると，リーダーとしての自覚をもって後輩への指導にあたる
ことが必須となる。こうした能力開発が順調に進捗するとき，はじめて能率的な生産体制が十全に
機能しうることになる。
技能実習制度の下では，２年目になるとき，基礎２級の検定試験がある。それに合格することで，
２年目以降の就労が可能となる。在留資格の上でも１年目の「技能実習１号」と２年目以降の「技
能実習２号」とは区別されている。基礎２級というのは，しかしながら「基本的な業務を遂行する
ために必要な基礎的な技能及びこれに関する知識の程度」を試験するものであり，きわめて初歩的
な水準である。したがって不合格が出ることはほとんどない。２年目の技能の到達目標として基礎
１級，３年目の目標として随時３級が提示されてはいるが，義務づけられてはいない。それゆえ基
礎２級より上の検定に向けて受け入れ事業所および技能実習生が取り組むかどうかは，当事者の意
欲次第である。そのようななかでX社は随時３級の検定合格に向けて組織的に取り組んできた。そ
のさい随時３級の検定合格者１人当たり15,000円の奨励金を支給するというJITCOの「修得技能評
価奨励事業（23）」を活用した。随時３級の検定に合格することによって，合格者は周囲からの尊敬
の眼差しを集める。壁を乗り越えたことによる自信とプライドを獲得する。それは３年目の技能実
習生が担うべきリーダーシップに実質的な裏付けを付与する。また日本語能力も格段に上達し，縫
製の全工程に対する理解も深まる。随時３級の検定合格は生産性へのこうしたプラス効果をもたら
したと推測される。
②セル生産との併用
X社のように９人の生産体制を編成しうるのは，学生服メーカーの専属下請として，多品種だが，
学生ズボンに特化して，一定量の安定的な生産が見込まれる場合に限られる。日本の国内に立地す
るたいていの縫製工場は，前述したように，ベターゾーンやトップゾーンの多様な種類の製品を
様々な数量で，受注量の多い場合もあれば，きわめて少ない場合もあり，いずれにも臨機応変に対
応しなければならない。調査対象としては，前出のY社（岐阜）がこれに該当する。変種変量生産
こそが時代のトレンドである。そのためには９人の生産体制では大きすぎる。少ない受注量のとき
にも対応しうるようにするためには，３人体制が望ましい。３人一班で製品を作り上げる体制にし
ておけば，小ロットの受注にも対応できる。受注量が大きくなれば，５人編成に変更したりすれば
よい。いずれにしても変動の激しい市場に即応しうるためには生産組織を小さく柔軟にしておかな
ければならない。したがって基本は３人一班で製品を作りあげるセル生産である。岐阜のY社は現
在では３人一班を基本としているが，以前は９人体制であったという。セル生産には分割方式，一
人方式，巡回方式とあるようだが，縫製業のそれは分割方式である。
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(23) 本事業は2011年度（平成23年度）をもって終了し，廃止されることになった（http://www.jitco.or.jp/cgi-
bin/press/detail.cgi?n=547&ca=2&a=&y=2011）。能力開発に向けたインセンティブを内発的に生み出す段階にき
たといえる。
セル生産方式を図示すると，第４図のごとくである。３人の担当工程は９人体制のときよりも当
然ながら多い。工程を大括りに３人に分ける。婦人服であれば，前身頃，後身頃，衿袖・中とじ，
と大まかに分けておいて，３人が協力しながら，余裕ができれば，隣の人の作業工程をやりかけで
引き取る。手待ちのムダを省き，完成した分だけ新たに投入するから，つくりすぎのムダも省く。
３人の異なる能力水準を前提にして作業工程を暫定的に配分するが，現実に作業を遂行するなかで
相互の能力の相違が顕在化する。能力の見える化は作業者のプライドを刺激し，能率向上に向けて
機能する。セル生産は一枚流しの発展形態である。
（2）「満足度」
技能実習生は，技能実習生としての経験をどのように評価しているのだろうか。
技能実習生には，それぞれ，実現したい目標がある。貯蓄目標であったり，送金をつうじた家族
の生活改善，あるいは縫製技術の向上，日本語能力の向上，さらには人間的な成長など，さまざま
である。「計画の進捗状況」（第11表）をみると，島根では「少し遅れている」という回答が最も
多い（55.6％）。他方，岡山では「予定どおり」の回答が最も多い（54.1％）。これは「家族の生
活状態」（第12表）にも反映されている。「改善した」とする回答が岡山では16.3％あり，「ある程
度改善した」とあわせると，80％を超える。島根では若干だけこの割合は低下する（68.3％）。そ
れでも７割近くの技能実習生が故郷に残した家族の生活の改善を実感している。
技能実習生が自分自身のために獲得した成果として実感しているのは，まずなによりも縫製技術
の向上である（第13表）。ほとんどの技能実習生が縫製技術の向上を実感している（24）。来日して
修得したことを問われれば，最も多くの者（岡山68.8％，島根62.5％）が「先進技術」を挙げて
いることもこれを裏付ける。すでに中国国内で縫製労働を経験している技能実習生が日本にやって
59
日本における縫製業と外国人労働者（佐藤忍）
第４図　セル生産方式 
出所：都留康・伊佐勝秀「セル生産方式と生産革新」都留康編著『生産システムの革新と進化』日 
　　　本評論社，2001年，54頁より。 
物の流れ 
(1) 分割方式 
In 
人 
Out
(24) 岡山調査では「向上していない」と回答している者が４人いる。その４人について他の質問項目との関係をみ
ると，残業を「ほぼ毎日」やっており，それゆえと思われるが，複数回答にもかかわらず「お金」だけが来日動
機であると回答しており，しかも困ったときの相談相手は「社長」だけといった職場だけの毎日を過ごしている
状況である。自由回答欄には次のような記述がある。「努力しても報われなかった。そして，欲しいものを手に
入れなかった。日本に来たのは意味がありません。後悔しています。」
きて，その能力をさらにレベルアップすることができているとすれば，技能実習制度は一定の成果
を果たしていると評価してよいであろう。そのさいに大きな役割を演じるのは，日本語能力である。
事業所アンケートの中でも日本語能力の問題が多く指摘された。「日本語がわからないので困る。
もっと仕事のときの言葉を教えてほしい。言葉がわからないから失敗が多いです。」「日本語を早く
覚えてもらうにはどの方法がよいですか。現在反復練習（勉強）をしていますが，良い方法を教え
てください。」「日本語の理解がどうにか出来るようになるのが，３年目くらいから。３年間では技
術・言語を上達させていくのは難しいです。」日本語能力の上達は多品種の柔軟な生産体制にとっ
ても不可欠であり，そのために受け入れ事業所も苦心していることがわかる。技能実習生自身は自
分の日本語能力をどのようにとらえているのだろうか。来日前とアンケート時点での日本語能力を
比較してもらった（第14表）。来日前は岡山でも島根でも85％程度の者が「あいさつ程度」と回答
しているが，アンケート時点では65％程度が「仕事上だけ」のレベルまで向上していると実感し
ている。「日常会話できる」まで上達したと思っている者も20％くらいはいる。これはあくまで実
習生の主観的な評価であり，経営者からいわせれば実際のところ「仕事上だけ」のレベルにも及ば
ないのかもしれない。それでも技能実習生自身が日本語能力の上達により自信を深めていることは
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第13表　縫製技術の向上 
割　合 
39.7％ 
60.3％ 
0.0％ 
100.0％ 
島　根 
人 
25 
38 
0 
63
割　合 
52.6％ 
45.1％ 
2.3％ 
100.0％ 
岡　山 
人 
92 
79 
4 
175
大いに向上 
やや向上 
向上していない 
回答者 
第12表　家族の生活状態 
割　合 
3.2％ 
65.1％ 
31.7％ 
0.0％ 
100.0％ 
島　根 
人 
2 
41 
20 
0 
63
割　合 
16.3％ 
64.5％ 
19.2％ 
0.0％ 
100.0％ 
岡　山 
人 
28 
111 
33 
0 
172
改善した 
ある程度改善した 
変化なし 
悪化した 
回答者 
第11表　計画の進捗状況 
割　合 
36.5％ 
55.6％ 
7.9％ 
100.0％ 
島　根 
人 
23 
35 
5 
63
割　合 
54.1％ 
36.6％ 
9.3％ 
100.0％ 
岡　山 
人 
93 
63 
16 
172
予定どおり 
少し遅れている 
大きく狂っている 
回答者 
推測できるし，また彼らのほとんどが「もっと上達したい」（第15表）と思っていることは，事業
主がもっと上手くなってもらいたいと切望していることと合致している。事業主および技能実習生
の能力開発への取り組みの真剣さを後押しするためには，再雇用のチャンスを与えるというのも考
慮に値するであろう。「実習終了後，帰国した者で，受け入れ企業と技能実習生の双方の希望があ
れば，再度受け入れ可能な制度を早く作って欲しい」といった要望は縫製業の事業主の間に根強
い。
設問ごとに適当な回答を選択させるアンケートの最後に，技能実習生には「満足度」を尋ねてい
る（第16表）。「大いに満足」「どちらかといえば満足」のいずれかを回答した者は，岡山では
90.4％，島根では87.3％である。数値の解釈は慎重でなければならないが，「満足度」の数値は意
外にも大きい（25）。９割前後の技能実習生は，さまざまな困難・苦難を抱えながらも，技能実習制
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(25) 島根調査では４人が「大いに不満」と回答している。自由回答欄には，たとえば次のように記述されている。
「つまらない３年間です。失ったものが得たものより多いです。私にとって，日本に来たことは一番後悔するこ
とです。」他の質問項目との関連をみると，給料や労働時間などの労働条件が「予想とまったく違」っており，
仕事の種類として，本来の「縫製」以外に，「草取り」をやらされていること，そしてまた計画の進捗状況も
「大きく狂っている」と回答している。受け入れ事業所におけるずさんな管理に原因があると思われる。
第15表　日本語能力向上への意欲 
割　合 
98.4％ 
1.6％ 
100.0％ 
島　根 
人 
62 
1 
63
割　合 
97.1％ 
2.9％ 
100.0％ 
岡　山 
人 
170 
5 
175
もっと上達したい 
上達の必要ない 
回答者 
第14表　日本語能力の向上 
現　在 
9 
43 
11 
63
島　根 
来日前 
53 
5 
4 
62
現　在 
19 
115 
45 
179
岡　山 
来日前 
149 
12 
15 
176
あいさつ程度 
仕事上だけ 
日常会話できる 
回答者 
第16表　満足度 
割　合 
23.8％ 
63.5％ 
6.3％ 
6.3％ 
100.0％ 
島　根 
人 
15 
40 
4 
4 
63
割　合 
40.7％ 
49.7％ 
9.0％ 
0.6％ 
100.0％ 
岡　山 
人 
72 
88 
16 
1 
177
大いに満足 
どちらかといえば満足 
どちらかといえば不満 
大いに不満 
回答者 
（単位：人） 
度に賭けた自らの人生選択に一応の納得を与えていると判断してよいのではなかろうか。
むすび
日本の縫製業はグローバル化の中で零細性を武器にして変種変量生産を展開している。外国人技
能実習制度はその構造において不可欠の構成要素となっている。
技能実習生の受け入れ事業所は，3年という所与の時間のなかで，できるだけ早く基幹労働者に
成長してくれるような潜在能力のある人材を現地で選考し，国内工場で養成している。労働者の成
長が企業の成長でもある。それゆえ縫製業では技能実習はたんなる建前ではない。彼らの能力開発
なしには短納期・クイックといった柔軟性の実現は不可能である。能力開発の鍵は，チームワーク
である。能力水準の異なる技能実習生を組み合わせ，いかに効率よく協力関係を創出し，技術の伝
達を実現するかである。一枚流し，セル生産といった生産方式は能力開発の仕掛けでもある。日本
語能力の習得は能力開発の成否を左右する。事業主にも技能実習生にもその重要性は認識されてい
るが，効果的な方法が見つけられないままに試行錯誤が続けられている。
たいていの技能実習生は，アンケート調査から判断するかぎり，縫製技術の向上，家族生活の改
善，日本語能力の上達を実感しつつ，最終的には技能実習生としての選択と今の状況に納得してい
るようにみえる。後悔や不満を明示的に表明する実習生もごく一部だが確認できる。
縫製業の技能実習制度は，さまざまな問題を内包しつつも，外国人労働者を短期雇用するための
プログラムとして機能しているといってよい。
（さとう・しのぶ　香川大学経済学部教授）
＊本稿は，平成23年度科学研究費補助金・基盤研究（C）一般「日本における外国人労働者の短期雇用プログラム」
（研究代表者：佐藤忍）による研究成果の一部である。ここに記して謝意を表したい。
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